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広
く国民
ゐ震に
求
め
ら
れるべ
き
で

あ
る。
さ
ら
に
高
等
教
育
の
段
階
で

は、
母
語と

英語主
も
う一
つ

の外国

語に
よっ
て
知的世
界を
さら
に広げ

．
る「

警璽主議」

教育が
必
要で
は

な
い
か。

な
か
り
ま・
み
ね
お
お
年、・
松
本
市
生
ま

や
は
りわ
が
国
におい
て
は、

問掴

れ。

墓尖大学院手 。

豪
外

墨李長
は
旧
来の
護家事
在り方
に
き

など
を
経て、
現
職。
専
門
は

堕際社会学。
著
の
で
あっ
て、
そこ
を
援本
的
に
改革

曹
に『

北裏烈烈」
『
国

際関係
論』
『
幻
世組
し
な
い
限
り、

英語
を
習っ
て

も英語

の大学』
な
ど。

．

そ
話せ
ない
と
い
う
悪

循環か
らい
つ
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まで
たっ
て
も

解き放た
れな
いで
あ

る
か
に
つ
い
て、

真剣
な
検
酎や
取
り

の
段階
に
もは
やと
ど
まっ
て
い
て
は
ろ
う。

小学校
の

英語教育
が2
0
1・

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る。
私
は
こ
の

な
ら
な
い。

1

年度か

ら導入
さ
れ
る
こ
と
になっ

夏、
タ4
の
バ
ン
コ
ク
で
開
かれ
た
国

そ
こ
にと
ど
まっ
て
い
て
は、
こ
れ
た
今
回、
一
つ
の
方
法
と
し
て、

幼児

障
会
議
の
基
調
撃
に
招か
れ
た
が、

E
から
の
グロ
ー
バ
ル
化
の
時
代に、
わ
か
ら
の
音礎
教育で
世
界に
広
がっ
て

会議のテ1マは「グローバル文他
矧酬が国の若者や子どもたちをへ常に・いる鈴木鎮一の才能教育の方法

の
な
かで
の言
語
ブ
リッ
ジかパ
リ．
ぽ附
英語コ
ン
プレ
ッ
ク
ス
に
落ち
込
ま
せ
（
ス
ズ
キ・
メ
ソ
ー
ド）
は、
ぜ
ひ
捗

ア
か
？」
と
い
うも
の
で
あっ
た。
作家
雌剛
て
し
ま
い
か
ね
ない
か
らで
あ
る。

照
さ
れ
るべ
き
で
あ
ろ
う。

の
水
村
捷一
言ん
が
文
芸部
「
新調」

ヰ

雷語
や
文
化
の
共通
項が
多いと
は

その

額心は、
頭
脳
の
季D
か
い幼

九
月号
に
発
表し
た
論考
「日
本語
が・

い
え、
欧
州
連
合．（
E
U〉
で
は
最
児
の
う
ち
か
らク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
耳

亡び
る
と
き
l
英語

の世紀
の中で」

近、

複数の

外国語の

習得が
相互
に
か
ら
明い
て
覚え、
繰
息地
し
練
習
す

も、
こ
の
問題
に
鋭
く
迫っ
τ
い
た。

・

刺斡υ
あっ
て
個々

人の言語空
聞
を
ると
と
に
あ
る。
楽
譜
か
ら
は
入
ら
ね

さて、わが国で
はぷ学校伐の英
広げ、
母語の学習に
も効果的影響いこの方法は、
文法やスペル〈綴

語教育導入
をめ
ぐっ
て、

英帝よ
り

を
も
た
ら
す
と
い
う
「
複
言
語
主
聾
り〉
か
ら
入
る
の
で
は

なく、
耳で
聞

も
国語
を
と
か、

英語
そ
や
る
と
日
本

Q
z
z
gmchHEω
目）
」
が
唱
え
い
で
覚え
て
話
すと
い
うコ
ミュ
ニ
ケa

語が
ダメ
に
な
る
と
いっ
た
議
論が
使

られ
て
いる。
多

文似宍生
の
ため
の
lシ
ョ
ン
能
力
を
ま
ず最
初に
教
え
る

空
し
で
あ
る
よ
う
だ。
し
か
し、
ォ

言
葉で
あ
る
が、
わ
が
国に
お
い
方
雪
し
て、
外国

語教育に
も十
分

セロ
な
ど
のゼロ・
サム
ゲ
lム
の
よ

ても、
よ

り早い

時煩か
ら
のヨミュ
応
用で
きる
も
の
と
私
は
考
え
てい

う
に母

語か英語か、
と
いっ
た
議論

ニ
ケ
1ショ
ン
志
の
外

国撃
習が

そ

「

複

言

語
」

教

育

の

導

入

を

空路
では
わ
ずか一一、．
三
時間、
欧・

米人からすれば見分けが難レい日

本・
樟国・
中
国と
いっ
た
東ア
ジ
ア

の
近隣
の
人々
の
間
に
あっ
て
も、
使

用
さ
れ
る
言
語
は
全
く
異
なっ
て
い

τ、
そ
れ
そ
学
は
な
け
れ
ば
十
分
なコ

ミュニケーションができない。一

方、いまや園臨語ない
しは普遍語

となっている英語をツ1ル（道

具）
に
す
れ
ば、
I
T
の

進他も
あっ

て、東アジア織内はもとより、全

地球規艇
で

も即座
にコ
ミュ
ニ
ケ
l

シ目
ン
が
可能
に
な
る。

こ
の
よ
う
な
現
実を
考え
ると、
グ

ロ
ーバ
ル

な雷語
と
し
て

の英語の
ポ

ツショ
ン
は
も
は

や争う

余地がな
い

の
で
あっ
て、

国民の

英語力がGD

P
（

園内締生
産）
な
ど
の

数値と
並

ん
で、
国
力の

出較指標に
な
る
時期

が
や
がて
くる
だ
ろ
う。

中
国、

台湾、
職
国
な
ど
東
ア
ヲ
ア
の

近隣地域のみ
な
ら
ず、東葡ア
ジ
ア

な
ど
の

悲零』
諸国で
も、
グロ
ー

バ
ル
他
の

時代同匙窪阿力
を
ど
う
高
め

グロ－ーバル化時代の英語力, .. 
... '. ・．を
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